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SVの成り立つ可能世界の範囲
• ＜弱いSV＞と＜強いSV>の違い
スーパーヴィーニエンス関係（例えば、C繊維
の興奮と痛みの感覚）がある可能世界内部
で成立すればいいのか、それとも任意の可能
世界相互にまたがって成立するのか、という
違い。
• 物理主義は、＜弱いSV＞の主張では意味が
ない
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＜ほど良く強いＳＶ＞
• しかし、＜弱いＳＶ＞よりも強く、＜強いＳＶ＞よりは弱いＳＶが
存在するだろう。そして、これこそがわれわれの主張だ。
• それは、ある可能世界でのみ成立する（たんなる偶然性）ので
もなく、あらゆる可能世界で成立する（無条件の必然性）ので
もない。
• われわれの自然法則がそうであるように、それはある範囲の
可能世界群で成立する関係（弱い必然性）だ。 偶然的
真理としての物理主義。
• ＳＶが真に根源的関係なら、そのＳＶがなぜしかじかの範囲の
可能世界で成立するのかについての、還元的説明は存在し
ない。
19
性質二元論的物理主義
（現実世界という可能世界）
• 偶然的真理としての物理主義
あらゆる可能世界から成る論理空間の中
を、次のような可能世界群が棲み分けている。
(A)実体一元論と性質一元論が成り立つ可能世
界群。 例えば、それは、物理的な個体と物理
的な性質のみが存在する可能世界群である。
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性質二元論的物理主義 （1/2）
• (B)実体一元論と性質二元論が成り立つ可能世界
群。 これらの世界では、例えば、いかなる心的個
体も物理的個体と同一だが、いかなる心的性質も
自然な物理的性質と同一ではない。
• (C)実体二元論と性質二元論が成り立つ可能世界
群。 これらの世界では、例えば霊的実体がいかな
る物理的個体とも同一ではないものとして存在し、
かつ、いかなる心的性質も自然な物理的性質と同
一ではない 。
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性質二元論的物理主義 （2/2）
• (B)の可能世界群の内部には、さらに、心的
性質が物理的性質にスーパーヴィーンする
可能世界群（BS）と、そのスーパーヴィーニエ
ンスが成り立たない可能世界群（B－BS）を
区別することができる。
• 私が提案している性質二元論的物理主義:
現実世界はこの(BS)の可能世界群に属する
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性質二元論的物理主義から見た現実
世界の位置
（B)の可能世界群：
実体一元論と性質二元論 （C)の可能世界群：
実体二元論と性質二元論
（BS)：SVの成立す
る可能世界群
ゾンビ世界（１）：
少なくとも一つの心
的性質の例化がある
ゾンビ世界（２）：
一切の心的性質の例
化がない
現実世界
SVが成立しない
可能世界群
（A）の可能世界群：
実体一元論と性質一元論
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「視点」のない三人称的物理世界
あなたは自分がどの行為者であるかを
この状況から選べるわけではない
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赤いレモンの
あるあなたの
行為世界
結論らしきもの （1/2）
• 現実世界を「SVの成立する物理主義的世界」とする
非還元主義と、「同一性が成立する物理主義的世
界」とする還元主義は、いかなる科学的説明によっ
ても、またいかなる哲学的論証によっても、真偽の
決着は付かないだろう。
• しかし、非還元主義は、「何らかの仕方で自己接続
する特異な物理システム」という存在者、すなわち、
三人称的物理世界に出現する「行為者」という特異
点が、説明ギャップを必要とする、という点を明らか
にする。
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結論らしきもの （2/2）
• 「視点をもたない物理システム」は行為者ではない。ある視点か
らすれば、他の視点に開かれている一人称的世界は、文字通り
にはアクセス不可能である。
• SVの成立を前提するなら、一人称的世界が法則的に生じること
は保証されているが、どの行為者にとっても、他の一人称的世界
はどうあっても「侵入不可」であり、「共有不可」である。
• 行為者世界の、この絶対の「侵入不可」と「共有不可」に、行為の
「責任と自由」が宿り、「moral luck」の介入する余地が生まれる。
• ダイレクトな同一性関係によっては物理世界に回収できない行為
者世界の存在。現実世界は、それを許容する物理主義的世界で
ある。
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おしまい
柴田の研究関連webサイト
http://siva.w3.kanazawa-u.ac.jp/
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